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幅広い研究テーマが生まれる理由
―本日は，ホワイトサイズ先生にご自身の研究や教育，化
学の役割やそれと社会の関係などについてお尋ねしたいと思い
ます．先生は基礎から応用まで，非常に幅広い領域で研究して
おられますが，基礎研究あるいは応用研究について，どちらが
好き，あるいはどちらかを優先されているということはありま
すか．
ホワイトサイズ教授（W）：まったくそのような区別はして
いません．でも，いい研究と悪い研究の区別はしています．と
いうのは，基礎研究も面白ければ応用に展開されるわけです
し，応用研究も根源的な疑問を提示する特性をもっているわけ
ですから，それらは手に手を取って進んでいくわけです．われ
われの研究は，まず何か面白いものに対する好奇心から出発し
ます．その課題で研究して10～ 20年後には企業で応用される
場合もありますし，一方，応用研究を行う中で基礎的諸問題が
出てきて，そこから化学や物理に戻っていく，という研究もあ

ります．ですから， 研究室ではどちらの研究も行われています．
―今「面白い」あるいは「好奇心」ということを言われま
したが，公の研究費を使う場合，研究は有用であるべきという
意見があります．この点についてどうお考えになりますか．
W：われわれは別の基準をもっています．私が研究室の学生
に繰返し問うのは，「誰があなたの研究を心にとめるのか」と
いうことです．もしある研究がある問題を解決し，また社会に
貢献するのであれば，それは誰かが「心にとめる研究」ですか
らよいわけですが，一つだけよくないことがあります．それは
「誰も心にとめない研究」を行うことです．実際，大学では
「誰も心にとめない研究」がたくさん行われていると思います．
誰かの好きな論文を見つけて，ただその延長をすることです．
企業研究でもそれはありますが，企業の場合は，ある実利的な
理由でそれに骨身を惜しまないわけです．でも大学では，誰か
が心にとめる，関心をもつ研究をしなくてはいけないと思いま
す．そうでなければどうしてそれをするのでしょうか．
―先生は，ご自分では，どうして学際的で非常に多様な
テーマを扱う研究者になられたと思われますか．研究者として
経歴を積まれる過程で，学際的研究を行うことを目指してこら
れたのでしょうか，それともそれは何かの結果としてそうなっ
たのでしょうか？
W：二つのことの組合わせです．まず，化学は新しい型の物
質をつくり出すことができるということ．物理学者や生物学者
はそれはしません．それともう一つ，私は常に機能というもの
に興味をもってきました．われわれが行ってきた研究をみる

※  2009年11月9日～ 13日，京都で第11回国際有機化学京都会
議：IKCOC–11（議長：吉田善一京都大学名誉教授，委員長：
吉田潤一京都大学教授）が開催された．有機合成手法，材料科
学・生命科学のための有機合成をテーマとして3年に一度京都
で開催される本会議は1979年に創設され，昨年で30周年を迎
えた．これを記念し，ケミカルサイエンス，特に有機化学の分
野で著しい功績を残した研究者を讃える「国際有機化学京都会
議賞（IKCOC賞）」が創設された．栄えある第1回の受賞者に
ホワイトサイズ教授が選ばれ，同会議で受賞式が行われた．本
インタビューは，受賞式のため来日したホワイトサイズ教授を
迎え，会議初日にリーガロイヤルホテル京都の一室で行われ
た．
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と，それは触媒であり，表面であり，物質です．これらはみな
面白い問題です．現在研究している課題には，発展途上国のた
めの安価な紙でできた診断キットの開発があり，また，エレク
トレット（electret）についての研究もあります（エレクトレッ
トとは，永久電荷をもつ物質．小型マイクなどに使われている）．
エレクトレットの研究のきっかけは，静電気による火花がどこ
から来るのか知りたい，ということにありました．ですから，
私の研究を導くのは，ある場合には非常に素朴な好奇心です
し，ある場合には，いかに病気の診断にかかる費用を下げるこ
とができるか，という大変実用的な問題であるわけです．面白
いことが何であれ，化学は，ものをつくりだすことによって，
これら多くの問題を解決するための思想の核となるものです．
―静電気による火花は現象としてはよく知られています

が，それが何であるかについては理解されていないと思いま
す．また，表面の問題，摩擦，あるいは接着なども，現象とし
てはよく知られていますが，分子レベルでは十分には理解され
ていないですね．先生の研究には，よく知られていても分子レ
ベルでわかっていない現象を，これまでなされてきた方法とは
違う方法で研究する，という面があると思います．
W：多くの大学での研究は，化学に限らず，すでにある文献

から出発することが多いのですが，私は論文を読んでそこから
研究を始めることは好きではありません（笑）．私は人の後を
ついて行くより，私や私の学生の後を人がついて来てくれるこ
とを望みます．まだ論文になっていない何かから始めることの
ほうが容易なのです．

驚きから生まれる発見をどう取扱うか
―ある意味では，発見は多くの場合セレンディピティーで
あることが多いと思います．先生はご自分のこれまでの経験の
中でセレンディピティーに遭遇されたことはありますか．
W：もちろんです．おっしゃるように，すべてはセレンディ
ピティーによるといってもよいと思います．まだ研究されてい
ないことを研究することの素晴らしさは「実に驚きに満ちてい
る」ということに尽きます．例をあげましょう．エレクトレッ
トは，物質の中をイオンが動き回ることによってつくられるこ
とを発見したときは本当に驚きでした．ただイオンをある表面
から別の表面に動かしただけで，1 cm当たり30000 V（30 kV）
の電圧が発生したのです．もう一つ，メチルリチウムとヨウ化
銅を混ぜたら黄色いメチル化銅の固体が得られたことも驚きで
した．私は，この化合物は分解すると思っていましたから．
「何か重要なことが実験室で起こっているのは，誰かが『わ
かった！（eureka）』と言うときではなく，『何か変だな』と言
うときだ」とある人が言いましたが，もし誰かが思いがけない
ことを発見したとき，そこに何か面白いことが起きていること
をその人は知ったことになるのです．私にとって研究の魅力は
「驚き」です．岩をひっくり返してみて，その下に何があるだ
ろうかと…
―では，偶然の発見のあとはどうしたらいいでしょうか．

もし思いがけないことを発見したら，研究を続けて結果を出す
ための知識や能力をもたないといけないと思いますが．
W：私は，そこに大きな障害があるとは思いません．私は学
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生に，研究には三つの段階があると言っています．まず，「問
題を設定する，見分けること」ですね．次は，「問題を解決す
ること」，三番目は，「科学のコミュニティーにその解決法を売
ること」です．私は，二番目の問題は多くの人ができると思い
ます．それよりはるかに難しいことは別にあります．特に，本
当にまったく新しい問題を解決したい場合，その問題が興味深
いということとは裏腹に“取扱うのが困難である”ということ
を認識することだと思います．たとえば，今の私にとってはエ
レクトレットの問題があります．これは取扱うことができてい
ます．それから，興味をもち続けていたい問題として二酸化炭
素の固定があります．それはエレクレットよりずっと難しい問
題です．また，「心はいかに考えるか」を理解したいと思って
いますが，これは，さらにずっと困難な問題ではないかと思い
ます．もう一つ，生命の起源の問題があります．これも本当に
難しい問題で，現在研究していますが，私のグループで解決で
きるかどうかはわかりません．いずれにしても，問題を取扱いや
すくするには困難が伴います．しかし，もし仮にこれらの問題
を解決したとしても，そのあともっと実に難しい問題がありま
す．一番困難なのは，その研究が重要であることを人々に確信
してもらうことです．私にとって一番難しいのは，新しい科学
的課題の中でいかに仕事をしていくかと同時に，誰かがそれに
注意を払ってくれるかどうか，ということです．研究室での私
の仕事は，三番目の部分をすることと，学生が二番目の部分を
することを援助することです．

新しい分野に入っていくことはいつも面白い
―先生がChemistry in Britain誌のインタビュー（July 

2003， p.30）に答えた記事を大変興味深く拝見させていただき
ましたが，先生がマサチューセッツ工科大学（MIT）におられ
た1960年代は，いわゆるバイオテクノロジーが幕開けたころ
ですが，ある化学工学の学科長が，生物工学関係の研究に興味
のある教員でグループをつくって国立科学財団（NSF）のグラ
ントへの応募を学内で募ったそうですね．
W：レイ・バデューア（Ray Baddour）博士です．
―多くのMITの教員が応募しなかった中で，先生はその

研究費を使った研究がどのような方向に行くかわからなかった
けれども，それに応募されたそうですね．
W：研究費があり，研究者のグループもありましたが，研究
の結果として何がもたらされるかについては，誰も予測できま
せんでした．
―では，どうして応募しようと決められたのですか．
W：好奇心です．それと当時の私はポリマーを研究してみた
いと思っていました．具体的にはポリエチレンでしたが，研究
費が得られませんでした．それで，その代わりにタンパク質と
いう高分子をやることにしたのです．ポリエチレンとタンパク
質に違いがあるとは私は思いませんでした．新しいことをやる
ときに重要なことは，あまり考えすぎずに，そこに入ってやっ
てみることです．学生には「いつでも機会がたくさんある」と
言っています．もし誰かに「これを一緒にやりませんか」と言
われたら，これからやることを知っているか，理解しているか
に関係なく，答えはいつも「YES」なのです．行って試みるこ
とです．必ず何かを学びます．友人もできます．私も，発酵工
学，化学工学，微生物学，微生物遺伝学などのさまざま分野の
研究者と知り合うことができました．これらの人と一緒に仕事
をしなかったとしたら，私は何もできなかったと思います．
3～ 4年くらい発表できないこともありますが，うまくいけば
最終的には非常にいい研究として実ることになります．もちろ
ん失敗することもあるでしょう．でも新しい分野に入っていく
ことはいつも面白いです．
―研究の哲学についてもう少し質問させてください．先生
は以前，workする問題を研究する，といわれたと思いますが，
workする研究の意味をもう一度説明していただけませんか？
〔workは，研究が進展する，あるいは，機能する，また，実験
がうまくいく，などの意味があると思われるが，その点に関す
る質問である〕
W：多くの興味深い問題がありますが，それらは解決できな
い，あるいは自分には解決できない，ということもあります．
生命の起源の問題などは答えがあるかどうかわかりません．こ
れは自分自身がどのような問いを発していくべきなのか，それ
さえわからないような問題です．初期のSAM（self–assembled 

monolayers）の研究では，実験を行うのが容易であったこと
もあり，ほかの研究者にも受け入れられました．SAMを介し

吉田潤一教授（京都大学）
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た電荷移動のメカニズムの問題は有機エレクトロニクスに関連
しますが，現在，技術的な問題が研究を難しくしています．最
終的には解決できそうですが，始めて10年たった今でも困難
です．ですから，言ってみれば仕事の一部はポーカーのようで
す．いつまで追いかけて，そのゲームをしていくかです．そこ
に数年留まったあとやめることもあります．直感があなたに言
うでしょう，研究は進んでいる，うまく行っているのがじきに
わかる，もう少し留まれ，やってみよと．それで研究を続けた
挙句，もし何も得られなかったら，研究費や学生の時間を無駄
にすることになりますから，そうなっては欲しくありません
が．

多くの人々は
論文を改善することだけを試みている

― 一つ素朴な質問をしたいのですが，もし学生が非常に
難しい問題，たとえば「人工生命をつくりたい」と言ってきた
場合はどうされますか
W：研究室での私の役割の一つは，われわれがもっている専

門知識の範囲で研究に焦点を合わせることです．もちろん，新
しい専門知識は求めていきます．学生が新しい分野のアイデア
をもってきた場合，私は研究室を見渡して，その分野の仕事を
するのに必要なものがあるか，と問います．たとえば，最近あ
る学生が“種”について研究のアイデアをもってきました．植
物の種です．食物はすべて種からきますし，バイオマスの固定
も種から来ます．ですから非常に重要です．種には複雑な生化
学があり，植物のすべてがあり，化学者が研究する題材として
は非常にいいものなのです．しかし一体，どのくらいの化学者
が種を研究しているでしょうか？
―誰もしていないかもしれないですね．
W：ほとんどいません．確かに，種を研究したいというの

は，かなり変わった考えですが，私は種のことをよく知ってい
る植物学の同僚に頼んで，種について共同研究を始めることに
しました．種の研究を，生命の起源，複雑性，単純性
（simplicity），ドラッグデザインなど，研究室で行っている関
連した別の研究の枠組みの中に組み込んでいくのです．もちろ
ん，それらの問題をわれわれが解決できるかどうかは別で，研
究を行う上での技術的問題がありますが，それは私と私の学生
が解決するべき研究のマネージメント上の問題です．まず重要
な問題を始め，それから科学的問題をどう進めていくかを考え
るのです．別の論文を発表することによってある論文を無理や
り重要なものとしていくことよりも，こちらのほうが重要なの
です．
―とにかく始めることが重要であるということでしょう

か．
W：そのとおりです．研究は10年くらい続きますね．10年

はあるプロジェクトをするのにいい長さだと思います．研究を
始めて，大体2～ 3年で，続けるか，やめるか，わかると思い
ます．もしうまく行けば，最後には何か示せます．しかし始め
なければ何も起こりません．
―では，何かを始めるには勇気をもつ必要がありますね．

勇敢（brave）である必要がありますね．
W：いえ，勇ましさ（bravery）では，人は型にはまった方
法でやるだけです．おそらくそれでは論文を書く，そしてまた
次の論文を書く，ということになるだけで，新しい分野に挑戦
したときは成功しないと思います．多くの文献で何が起きてい
るか見てください．人々は論文を引用して，それを改善するこ
とだけを何度も試みています．
―では，そのような重要な仕事を始めていくには，何が必
要でしょうか．
W：ものごとを発明していくことです．ゼロから始めること
です．存在しているものを改善することではありません．企業
では改善する研究を行います．目的があるからです．大学で
は，新しいものを生み出すこと，それが大事ですね．それをす
るためには楽しさが必要ですね．人は，好奇心，面白さなどに
導かれます．学生は冒険をすること，以前誰にも行われていな
いことを研究することを大変喜びます．それは誰にとっても非
常にいいことだと思います．
―好奇心についてはどう思われますか．好奇心あるいはよ
いアイデアの新規性などは個人的な問題で，評価できるものな
のかどうか，という点ですが．
W：確かに，個人的なものです．ときどき学生が来て，「ど
うしたら新しいアイデアが見つけられるのでしょうか」と尋ね

赤羽良一教授（群馬工業高等専門学校）
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ます．私はこう言います．「周りをよくみなさい．エレクトレッ
トでも種でも，色でも火花でも，光のガラスからの反射でも，
あなたが見るものすべてに非常に面白い何かが隠れています」
と．たとえばこのメガネのレンズですが，ガラスやレンズは，
アナログコンピューテーションのための新しい方法という観点
から，非常に面白いものになってゆくと思います．
大事なことは，課題を探すことではなくて，むしろ，課題の
中で自分に何ができるかを考えることではないかと思います．
たとえば，私は現在最も重要な問題は二酸化炭素と水だと思っ
ています．二酸化炭素の問題については，少し考えがありま
す．水の問題は分子認識との関係で興味深いですが，現在あま
りいい考えはありません．しかし，20年くらい先には何か違
いをもたらすことのできる，いい考えをもちたいと願っていま
す．ですから，興味深い問題，できれば重要な問題に対して，
あなたがこれまでと何か違いをもたらすことができる問題，で
きれば大きな違いをもたらすことのできる問題を探すことが大
事ではないでしょうか．
―二酸化炭素や水の問題は，さきほどの植物の種とも関係
しますね．
W：そうなのです．種に興味をもつ面白い理由の一つがここ

にありますね．物事はみな関係してくるわけです．ただ，私に
とって問題だと思えるのは，研究者の世界では，ある特定の研
究課題のことだけが話されていることが多いことです．英語で
は「self–referencialである」というのですが，それは，「○○
のことは誰かが重要だと言っているから重要である」という論
理のことです．われわれがしなくてはならないことの一つは，
学生が博士論文以外の分野にも目が向くように彼らを支援する

ことだと思います．今は何も知らなくても，興味さえあればそ
こで勉強して何かできるようになるのだ，という方向へ学生の
背中を少し押してあげることが大事ではないかと思います．

本当は数学者になりたかった
―ここで，先生の子供時代や学生時代のことなどをお伺い
したいと思います．先生のお父上は化学会社を経営されていた
エンジニアであったと伺いましたが，小さいときに実験などを
されたのでしょうか．
W：はい．でも化学をしたわけではありません，いわばただ
のテクニシャンですね．十代の初めのころには，父親の会社の
実験室で，ストップコックと目盛りのついたガラス管でコール
タールの粘性を測ったりしました．
―どうしてハーバード大学で化学を専攻することに決めた
のですか．
W：私は最初，数学者になろうと思っていました．しかし，
数学者はこのようなもの（ソファーの木製の肘掛けにさわりな
がら）には興味をもちません．非常に抽象的な世界に生きねば
なりませんが，私はそれが非常に得意というわけでもありませ
んでした．ですので，数学者になることはあきらめました．実
際にはあきらめることを余儀なくされました．
―いつ数学者になることをあきらめたのですか？
W：私は1年生を飛び級していますので2年生（sophomore）

のときでした．数学科の学科長に聞きに行きました．「数学者
になりたいのですが」「それはいい考えですね．質問していい
ですか」「はい」「数学が好きですか？」「はい」「面白い問題が
ありましたか？」「はい」「宿題をよくやりましたか？」「はい」
「試験はよくできましか？」「はい」「真剣に考える必要のある
ことばかりでしたか？」「はい」「では忘れなさい」．つまり，
もし数学者になる十分な能力があるのなら，これまでの学習は
子供の遊びです，今までの学習で挑戦を強いられるようなもの
があったなら，あなたは基礎数学者には向いていない，という
わけです．そのころ，私は生物学には興味がなく，物理学は授
業があまり好きではありませんでした．化学は簡単で面白いと
思ったので，そちらへ漂流していったわけです．正直なとこ
ろ，あまり思慮深い決定ではなかったのです．
―それでカリフォルニア工科大学に大学院生で行き， ジャッ

ク・ロバーツ（Jack Roberts）先生の研究室に入ったわけです
ね．先生の博士論文は物理的な傾向のあるもので，NMRのラ
インブロードニングに関するものでしたね．
W：そうです．これは「誰かがどこかへ行って何かを始め
る」ことの例になると思います．NMRを使って博士論文の研
究を始めたのですが，当時，NMRを使うのは大変でした．グ
リニャール試薬の一連の反応を研究したのですが，それはのち
に，銅や白金などの有機金属化学の研究を始めるにあたって役

檜山爲次郎教授（京都大学）
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立ったと思います．そのとき，ラインブロードニングの問題，
つまり速い交換反応の問題に興味をもちました．当時，その分野
の文献は，基本的に量子力学の問題で物理学的計算に関するも
のでした．私はそのとき，ラインブロードニングについてどう対
処していいか全然わかりませんでしたし，私の博士論文の指導
者もどうしていいかわかりませんでした．でも，そこにライン
ブロードニングという現象があり，問題はそれに対してわれわ
れに何ができるか，ということだったわけです．それで，私は
物理化学者のハーデン・マッコーネル（Harden M. McConnell）
の研究室を訪れました．マッコーネルは本当に明晰で聡明な人
です．80％のことは紙の上で解決でき，残りのことは，テクニ
シャンが世話をしてくれるというのです．そこで，私はマッコー
ネル研究室の大学院生から80％の部分をどうするか，すなわ
ち量子力学を教えてもらったのです．そこで学んだ量子力学は，
のちにMITに行ってからも自分にとって大変有益であること
がわかりました．だから，新しいことへ向けて出発すること，
それをとにかくやることが大事なのです．
それから，私はここに一つ大事なポイントがあると思いま
す．つまり，学問をしていく上で，ある種のベクトルがあると
いうことです．物理学者はある化学の問題に対処できるでしょ
うが， 化学者は物理や数学の問題を取扱うことに苦労するでしょ
う．化学者が生物学を学ぶことはできると思いますが，生物学
者は化学を学ぶことには困難さを感じると思います．ですか
ら， 私は， 学生のうちに物理や数学を学ぶことを望みます．そう
すれば， 必要なときにそれを使うことができますから．私はまっ
たくの偶然の経験から，関心を移して行くことが比較的容易に
できるようになりました．いまでも物理の人と話ができます
が，上の経験がなかったら，そうはならなかったと思います．

若いときに難しいことを身につけよ
―日本の若い学生に何か勉強するにあたっての助言をお願
いします．学部生と大学院生に分けましょう．学部生について
はどうでしょうか．
W：学部時代には，難しい科目を学ぶことを薦めます．マク

スウェルの方程式，微分方程式，群論，電気化学，熱力学，統
計力学などです．これらは難しく，あとで戻って学習するのは
困難です．大学院時代には，博士論文の研究とは直接関係のな
い科目を学ぶべきです．もし有機合成をやっているのであれ
ば，免疫学や電子材料，光学などですね．有機合成に必要なこ
とは有機合成をやる過程でいずれ学ぶことができます．学部段
階では，難しい基礎的科目を学ぶ必要があり，そして大学院段
階では，幅広さを身につけるべきだと思います．博士論文に関
係したことは，その過程で学べるのです．
―そのような学習を効果的に行うためには，個人の問題だ
けではなく，それをやる教育制度の問題も重要になると思いま

す．今のような学習は，米国で行いやすいような気がします．
W：米国の制度として非常に興味深い点は，とても創造的な
若い科学者を生産し続けている，ということです．これは，彼
らにディシプリンを強要しないことからくるのかもしれませ
ん．でも，私は，それよりずっと重要なことは，彼ら自身が
「大学院生や博士研究員の時代が終わればただちに独立して，
自分で独自の研究をしなくてはいけない」と思うからではない
かと思います．あと2年したら全部自分がやるのだと．つま
り，非常に早い時期に独立するということですね．それからも
う一つ，米国では，最も優秀な学生や研究者は早くから認識さ
れて研究費も手に入れることができ，いい仕事をなすためのあ
らゆる報償や励ましを得ることができることです．能力が中程
度の場合にそれは容易ではありません．つまり平均的ではな
く，非常に優秀な人に対してはよいことがたくさんあるわけで
す．大学院生たちはそのことをよく認識しています．
―先生に一番影響を与えた人や科学者はどなたか教えてい
ただけませんか．
W：一人に限るのは難しいので，自分に本当に違いをもたら
してくれた何人かをあげさせてください．まずもちろん，大学
院時代の指導者ジャック・ロバーツです．彼が素晴らしいの
は，特定の具体的なことを教えてくれたからではありません．
むしろスタイルを教えてくれました．とにかく問題に入っていっ
て何かを行い，そしていつでも何かに疑問をもつというスタイ
ルです．もう一人は，さきほどのハーデン・マッコーネル（現
スタンフォード大学教授）ですね．彼からは，考え方，問題を
幅広く理解していくこと，そして，問題に対しておおよその答
えを出すことを学べて非常によかったと思っています．そし
て，ジョン・ドイッチュ （John Deutch：MIT教授） です．彼
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は私のよい友人ですが，MITの統計力学グループの一員で，
彼らは共同して私に統計力学を教えてくれましたし，ジョンは
公共政策についても教えてくれました．それから，有機化学で
はアルバート・エッシェンモーザー（Albert Eschenmoser：ス
イス連邦工科大学教授）です．彼がそこに座っているとしま
す．誰かがそばに立って「私はこのSN2反応について実験をし
たのですが…」と言うと，彼はその結果を見て「ほう，では
SN2反応とは何かについて話しましょう」と言って，30分くら
い即興の講義をするのです．そしていつも相手にSN2反応につ
いて自分が全然理解していなかったことをわからせるのです．
彼の化学に対する壮麗な直感力と事実の把握，理解というもの
は本当に素晴らしいです．このように，新しい分野に入ってい
くときはいつでも，人やグループがあなたを援助してくれるの
です．

化学者が大きな問題に対処すべき時代
―社会はますます複雑になり，その中で，化学の役割は大
きくなっていると思います．最後に，今後の社会で化学が果た
す役割について，先生のお考えをお聞かせください． 

W：2年前ですが，ナノテクノロジーに関する倫理の会議に
出席しました．興味深いことに，倫理学者たちが二日間の会議
で出した結論は，「今後のすべての大きな問題は，化学に関係
している」ということでした．前世紀の歴史を辿ってみると，
量子力学の勃興がありました．これは本質的な大変革でした．
それは情報工学の誕生へとわれわれを導き，社会に大きな変化
をもたらしました．一方では，核兵器の生産も導き，これも複
雑な問題ですが世界に大きな変化をもたらしました．これらは
物理学の問題でした．それから遺伝子工学の時代が来たわけで
すね．いわゆる遺伝子工学が本当に世界に違いをもたらすには

まだ時間がかかるでしょう．
ここで考えてみましょう．この惑星を維持していく責任とい

う実に大きな問題についてです．海洋や大気と人間との関係，
生命の起源，われわれはどこから来たのか，また生命自身，生
命の本質的問題は，生物学ではなく化学の問題です．生物学は
生き物を扱いますが，問題は，どのようにして一連の化学反応
が生命を与えるか，ということです．これらは実に興味深く大
きな問題です．それから医療．いかにしてわれわれはもってい
る資源を，社会全体に渡って公正なやり方で，健康のために振
り分けることができるのでしょうか．そもそも，命やその価値
とは何でしょうか．われわれは自分を2年長く生かすことと，そ
れにかかる同じお金を貧しい人の世話に使うこととをどうやっ
て調整するのでしょうか．これは実に大きな倫理的問題です．
そしてエネルギー．エネルギーの生産は，生活の水準を決める
ことになります．これらは実に大きな，倫理的な，そして社会
的な問題です．そして，これらは全部化学の問題なのです．
しかし今，ここで欠けているものがあります．それは化学者

が，こちらで考え，あちらで考えというように，大きな問題に
対処していないことです．物理学者はそうではありません．物
理学者は細部に渡って考えることも，壮大な構想をもって考え
ることも非常によくやっています．でも化学者はますます焦点
を狭くして仕事していて，「自分の博士論文は不斉水素化反応
だから，これから不斉水素化をやる予定だ」と言うのです．し
かし，それは問題（issue）ではないのです．この惑星を安定
な住みやすい場所にするすべてのプロセスを理解すること，そ
れが問題なのです．
われわれ化学者は，自分たちの考え方，科学の社会に対する

関係について考え方を変えなくてはいけません．現在はわれわ
れが想像できる最もエキサイティングな時代です．すべての大
きな問題は，全部化学の問題だからです．化学者は，単なる技
術的な問題にとらわれず，大きな問題を解決することを考えな
くてはいけません．タンパク質に蛍光を発する部位を結合させ
て誰かが使いやすいようにするとか，あとから誰かが薬の開発
に役立ててくれるような合成反応を発見するなどを，それらは
もちろん非常に有益な研究ですが，やるべき一番大きなことか
というとそうではありません．われわれがなすべきことは，一
番大きな問題に入ってゆき，そこで研究をすれば限りのない将
来があるということを，学生が理解できるように努力すること
です．
―若い化学者や学生に本当にいいメッセージだと思いま
す．ホワイトサイズ先生，今日は，日本に数日しかおられない
お忙しいときに，貴重な時間を割いてインタビューに応じてく
ださって本当にありがとうございました．
W：こちらこそ，どういたしまして，私の喜びです．ありが
とうございました． （翻訳・構成：赤羽良一）


